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要 旨

香川県坂出市で行われている「２歳児相談」において，言語発達障害を有する子ども等の早期発見・早期療

育を行う手がかりの１つとして，語彙チェックリストを作成する目的で，２歳児を対象に表出語彙に関するア

ンケート調査を実施した．本研究では文法カテゴリー別に分類し，修飾語である形容詞，形容動詞，副詞に関

して整理および考察を試みた．２歳０ヶ月児と２歳６ヶ月児の表出語彙数を比較した結果，語彙数は急速に増

加していた．修飾語の内容に関して， （ ）の文法カテゴリーの分類をもとに整理した場合，形容詞に

おける属性および状態に関する語彙に関しても２歳６ヶ月児で増加傾向を呈していた．さらに性質を示しか

つ，対の意味を示す形容詞において，２歳６ヶ月児では対義語（大きい－小さいなど）をともに獲得している

のに比し，２歳０ヶ月児では，一方の語しか獲得されていないことが確認された．したがって，形容詞・形容

動詞・副詞等の修飾語の語彙チェックリストを作成する場合， 修飾語の種類や数を増やすこと， 形容詞に

関しては，対義語の吟味が必要であることが示唆された．
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１．はじめに

１）問題の所在と先行研究

子どもの語彙増加は，発達の初期の段階で急増す

る．特に，１歳児の頃は，１語文の表出が大半であ

るが，次第に２語文へと増加する．小山 によれば，

子どもは１歳６ヶ月ごろから急速に語彙を獲得し始

めるボキャブラリー・スパートがみられるとの報告

もある．また， ら によると，８ヶ月～２歳

６ヶ月までの約 人の子どもの母親に語彙

チェックリストを用いて調査した結果「一般的な事

物名称（ ）」が最も多いとさ

れている．周知のことであるが，健常な２歳児は

～ 語の語彙の使用が確認されている．

文法カテゴリーの視点から整理を行うと，小西

は，生後 ヶ月から２歳までの子どもの言語発達に

関する研究を行い，表出語彙をもとに語音および語

の発達について事例を中心に整理している．語の発

達においては，文法の品詞別分類により考察を加え

ており，形容詞等の修飾語の語彙表出は，１歳１ヶ

月から１歳８ヶ月とばらつきは見られるものの，１

歳児から出現することが確認されている．大久保

は，ひとりの子どもを縦断的な研究で追跡し，子ども

が発した語を品詞別に分類している．また，

によると，模倣文によって保存される文は名詞・動

詞・形容詞であるとの報告もある．上記の報告より，

２歳児では，それぞれの品詞において，最低一つで

も表出される語が見られるという基準においては，

品詞がすべて出そろう時期だと考えられている．

さらに，形容詞等の修飾語の内容に関する研究と

して，国立国語研究所 は，３～５歳の就学前児童

を対象に性状語検査を行っている．これは，対とな

る語を絵カードから，一方の性状語（形容詞）を被

験児に応答させる方法を採用している．

２歳児で語彙の獲得は急速に伸びるといった周知

の事実はあるものの，２歳児を対象にした研究が少

ないことがあげられる．また，研究方法も事例を用

いた縦断的研究が大半を占めている．さらに形容詞

といった文法カテゴリーに着目すると，対象者が３

歳児以上の子どもが中心となっている．

したがって，幼児期，特に２歳児における形容詞

の語彙獲得に関して明らかにすることは必要である

と考えられる．

２）形容詞の役割

形容詞・形容動詞・副詞は，名詞や動詞を修飾す

る修飾語としての役割を果たしている．形容詞等
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は，文法的な観点から捉えると，自立語として成り

立っている．さらに形容詞等は，活用できる品詞と

して理解されており，終止形で用いられる場合と，

語尾が変形し，他の品詞の語を結びつける役割も

もっている．つまり，名詞や動詞に形容詞や形容動

詞・副詞を付与していくことで語連鎖が生じ，２語

文や３語文が生じてくる．構文における形容詞等の

役割は，①述語としての形容詞，②連体修飾語，③

連用修飾語としての形容詞を挙げることができる．

は，２語文に着目し，２語文における基

本的文法機能として， の分類を示している．形容

詞に関するものは，「再現」，「不在」，「存在物と属性」

があてはまる．「再現」とは，人物・過程・ものにつ

いて論評したり，再現を要求したりする内容を示す．

「不在」とは，現在の文脈のもとでは，ある対象や

存在物が不在であることを表明する．「存在物と属

性」とは，あるものが特別の属性を持つことを表す．

また， は，語彙の発達を量的のみではな

く質的変化を概観するため，文法カテゴリーの分類

を行っている．修飾語の定義を，「事物，あるいは出

来事の属性あるいは質を表す語」とし，「属性，状態，

場所，所有」の４分類を試みている．

いずれにしても，２歳児の語彙獲得における修飾

語の量的および質的変化に関して，整理を行い考察

を加えていく意義は十分にあると考えられる．

３）調査の目的および方法

研究の目的としては，香川県坂出市において実施

されている「２歳児相談」において，来所する子ど

もの言語発達を正確に評価し，言語発達障害を有す

る子ども等を早期発見・早期療育するための語彙

チェックリストを作成することにある．そこで，本

研究においては，この語彙チェックリストの項目を

検討するとともに，２歳児の子どもの形容詞・形容

動詞・副詞の発達を概観することを目的としている．

２．調査の対象と手続き

香川県坂出市内にある全 保育所に所属する１歳

ヶ月から２歳 ヶ月の子どもの保護者 名を対

象に，作成した語彙チェックリストを各保育所に配

布した．期間は 年の３月初旬より実施した．保

健センターという公共機関で回収したため，回収率

は， ％である．

１）調査項目

調査で用いたチェックリストの項目は，大久保

が作成した２歳児の語彙リストおよび三省堂『こど

もことば絵じてん』 を参考に作成した．チェック

リストに含まれる全語彙数は 個で，品詞として

は，名詞・代名詞・抽象語・動詞・形容詞・形容動

詞・副詞・感動詞を導入した．本研究で取り扱う形

容詞・形容動詞・副詞は，それぞれ 語・ 語・

語の計 語である．対象とした保護者の答えやす

さ，整理のしやすさを考慮し，予め設けた品詞名の

下にある語句を選んでもらう方法を採用した．複数の

意味をもつ語句に関しては，漢字を後方に記述した．

３．結果

１）分類の方法

分析に関しては，苅田ら と同様の方法を用いて

いる．すなわち，語彙チェックリストによる問診と

いう方法を考え，２歳０ヶ月＋６ヶ月を正常値の幅

として想定した．これは，苅田も述べる通り，本調

査における調査協力者が各月齢で 名前後と少ない

ことや短時間の相談における問診という使用目的を

考えると，ウエクスラー式知能検査（ ，

Ⅲなど）やイリノイ式言語学習能力診断検査

（ ）など多くの知能検査で用いられる標準偏

差や評価点など統計処理を用いた厳密な数値を推量

することは本研究においては早計と判断したためで

ある．したがって，津守式乳幼児発達検査や遠城寺

式乳幼児発達検査などのスクリーニングを目的とし

た発達検査でも，各項目の合格基準を該当月齢児の

％以上が合格することとしていること ， か

ら，スクリーニングの手段として用いる語彙チェッ

クリストの項目を検討する指標として採用した．そ

こで，まず２歳０ヶ月児と２歳６ヶ月児を対象とし

て，それぞれの段階で ％以上の子どもが表出して
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いると回答された項目（以下，通過した形容詞・形

容動詞・副詞）について表を作成した．また，先程

も述べたように，本調査においては調査協力者の人

数の関係から，あくまでも ％以上が通過したか否

かを表記するにとどめた．

２）２歳０ヶ月児の表出語彙

２歳０ヶ月の ％以上が通過する形容詞は， 語

中 語の「あかい・あつい・いい・いたい・おいし

い・おおきい・くさい・こわい・さむい・ちいさい」

である．形容動詞は，「いや・きらい・きれい・すき・

だめ」の５語，副詞としては「いっしょ・いっぱい・

こうやるの」の３語が含まれ，計 語である．２歳

０ヶ月児で ％以上の子どもが表出した語は 語中

語（ ％）である（表１参照）．

２歳０ヶ月児で通過した語の特徴としては，「あ

かい・あつい・おおきい・ちいさい・きれい・いっ

ぱい」などの抽象概念に関する語と，「いい・おいし

い・いたい・さむい・こわい・くさい・すき・きら

い・いや・だめ・いっしょ・いっぱい・こうやるの」

など，要求を示す際に使われる語に分類することが

できる．

３）２歳６ヶ月児の表出語彙

２歳６ヶ月児が通過した形容詞は 語（うち２歳

０ヶ月児で表出した 語を含む），形容動詞８語（２

歳０ヶ月児の５語含む），副詞９語（２歳０ヶ月児の

３語含む）であり，計 語である（表２参照）．つま

り，２歳６ヶ月児で ％以上の子どもが通過した語

は，全 語中 語（ ％）である．２歳０ヶ月同様

に，抽象概念をあらわす語（かわいい，たかい，つ

よい等）や要求を示す語（あぶない，ねむい，ほし

い等）が増加している．さらに，「おおきい－ちいさ

い」「あつい－さむい」といった対の意味を示す語が

増加している．

４）修飾語の内容変化

形容詞・形容動詞・副詞が含まれる修飾語に関し

表１ ２歳０ヶ月児で通過した修飾語

形容詞 あかい あつい（熱い） いい いたい おいしい

おおきい くさい こわい さむい ちいさい

形容動詞 いや きらい すき だめ

副詞 いっしょ いっぱい こう（こうやるの）

表２ ２歳６ヶ月児で通過した修飾語

形容詞 あおい あかい あつい あぶない あまい

いい いけない いたい うまい うれしい

おいしい おおきい おもい かゆい かわいい

きたない くさい こわい さむい すごい

すこし すっぱい たかい ちいさい つめたい

よい ない ながい ねむい ほしい

まるい わるい

形容動詞 いや おなじ きれい じょうず すき

だいじょうぶ だいすき だめ

副詞 いっしょ いっぱい すぐ ずっと こう（こうやるの）

ちょっと はやく まだ もっと
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て， が行った分類をもとに，修飾語に含ま

れる内容の変化の整理を試みた．

の修飾語の分類によると，「属性・状態・

場所・所有」の４種類があてはまる．そのうち，本

研究の語彙チェックリストに含まれる語彙は，「あ

かい・おいしい・たかい・まるい」など属性を表す

語と，「あつい・いたい・くさい・さむい」など状態

を表す語の二つが考えられる．

場所と所有を表す語に関しては，本研究で用いた

語彙チェックリストの中には含まれていないため，

分析の対象から除外した．また， の修飾語の

分類からは，副詞はあてはまらないため，単体で検

討を行うことにした．

これらのカテゴリーにしたがって，今回用いた

チェックリストの語彙に関して数量化を行った．

表３を見ると，どのカテゴリーに関しても，２歳

０ヶ月児に比し２歳６ヶ月児の方が大幅に通過した

語が多いことを示している．

５）２歳 ～ ヶ月児における未表出語彙について

２歳 ～ ヶ月の子どもで， ％以上が表出しな

かったと回答した語彙を整理した．形容詞において

は，「つまらない・いけない」の２語（５％），形容

動詞は，「だいきらい」の１語（ ％）のみであっ

た．副詞に関しては全語が通過されていた．

４．考察

１）２歳児における形容詞・形容動詞・副詞などの

獲得した修飾語の特徴

２歳０ヶ月児で通過した語は全 語中，約 ％

であるが，２歳６ヶ月児では約 ％が通過していた．

子どもが「初期のことば」を話しはじめてから語彙

を獲得していくには速度がゆっくりである．しか

し，１歳６ヶ月の子どもは，急速に語彙を増やして

く「語彙の爆発的増加（ ）」の時期に

入り，就学前まで増加傾向を示す．このことを考慮

すると，本研究の結果においても，修飾語に関して

増加傾向が見られたことは，２歳０ヶ月から２歳

６ヶ月の間で，着実に修飾語に関する語彙が獲得さ

れているのではないかと考えられる．

さらに，２歳０ヶ月児で通過した形容詞の語句は，

「あかい・あつい・おおきい・ちいさい」などごく

簡単な抽象語や，「いたい・さむい・こわい・きらい・

いや・こうやるの」など，子ども自身が要求を示す

際に使われる語が中心である．一方，２歳６ヶ月児

になると，「あおい・おいしい・たかい・まるい」な

どの属性を示す語や，「あぶない・うれしい・おもい・

かゆい・すっぱい」など状態を表す語が増加してい

る．

また，子どもの生活場面で用いられやすい修飾語

が通過していることも配慮しなければならない点で

あるといえよう．２歳０ヶ月児で ％以上の子ども

が表出していると回答された形容詞は，食事場面で

用いられやすい語句である「あまい」や「おいしい」，

排泄場面で用いられやすい語句である「つめたい」

や「くさい」，睡眠に関連する語句である「ねむい」

などである．食事・排泄・睡眠の生活場面は，子ど

もが１日の生活の中で数回にわたり体験する場面で

ある．しかも，食事・排泄・睡眠といった行動は，

家庭であれ，保育所であれ毎日繰り返し行う「生き

ていくために必要な行動」であるといえる．子ども

は３歳前後で基本的生活習慣が確立されていき，身

辺処理能力を身につけていく．従って，保育所や家

庭において，持続性や規則性のある活動であること

と修飾語の増加になんらかの関係性があるのではな

いかと示唆される．

２）対となる修飾語の獲得手続き

修飾語の中でも形容詞には，対義語が存在する．

本研究で対の意味をなす形容詞は，「あつい（熱い）／

つめたい」「いい／わるい」「おおきい／ちいさい」

「きれい／きたない」「すき／きらい」であった．こ

表３ ２歳０ヶ月と２歳６ヶ月で通過した修飾語の

比較

２歳０ヶ月

２歳６ヶ月

属性 状態 副詞

２歳０ヶ月

２歳６ヶ月

２歳０ヶ月

２歳６ヶ月
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の中で２歳０ヶ月児で通過した対義語は「おおき

い／ちいさい」と「すき／きらい」であった．２歳

６ヶ月児になると，２歳０ヶ月で通過した対義語以

外に上述した対義語すべてが通過していた．

久慈 によると形容詞でさらに空間的な量を表

す対義語は，１次元，２次元，３次元と分類するこ

とができる．しかも，はじめは大きさを示す「おお

きい／ちいさい」から獲得される．さらに長さ等の

意味を示す「ながい／みじかい」等へと分化し，塊

り等の意味を表す「ひろい／せまい」等へと移行す

る．さらに「おおきい／ちいさい」は３歳以上の子

どもがほぼ正答しており，本研究から３歳以前のこ

どもでも「おおきい／ちいさい」という対の概念が

形成されつつあるのではないかと考えられる．

しかし，本研究ではその他の空間的な量を表す対

義語を語彙チェックリストに含めていなかったた

め，２次元以上の空間の理解と語彙獲得がなされて

いるかどうかは検討の余地があるといえる．ただ

し，長さ等の意味を示す「ながい」「たかい」は，２

歳６ヶ月児で通過している語句であるが，「みじか

い」や「ひくい」という語句は語句チェックリスト

には導入していなかった．さらに，久慈 によると

年少児では，「おおきい」の語で厚さや広さ，高さや

深さを代替している割合が ％以上であるとしてい

るのに対して，「ながい」「とおい」の代替率は ％

以上であると報告している．したがって，対の意味

をなす修飾語を語彙チェックリスト作成の際に採用

する必要があると考えられる．なかでも，ある一定

方向に伸びるような修飾語である「ながい－みじか

い」「とおい－ちかい」「たかい－ひくい」の導入が

必要ではないだろうか．ただ，対義語は空間的な量

を示す形容詞だけではなく要求や状態を示す語もあ

り，本研究の結果で，対の意味を示す形容詞が多かっ

た．従って，修飾語の語彙チェックリスト作成には

対義語や類義語等を含める検討をしていかなくては

ならないだろう．

文献

１ 小山 正：日常生活における子どもの人形を用

いた象徴遊びにみられる認知発達とボキャブラ

リー・スパートに関する研究，音声言語医学，

， ， ．

２ 労

， ， ．

３ 小西輝夫：幼児の言語発達，児童精神医学とそ

の近接領域，１ １ ， ， ．

４ 大久保 愛：幼児言語の研究－構文と語彙，あ

ゆみ出版， ．

５

， ．

６ 国立国語研究所：幼児の語彙能力，国立国語研

究所， ．

７

， ．

８ 金田一春彦（監修）・三省堂編修所（編）：三省

堂 こどもことば絵じてん，三省堂， ．

９ 苅田知則，笠井新一郎，岩本さき，長嶋比奈美，

稲田 勤，塩見将志，間野幸代，石川裕治，山

田弘幸：２歳児相談における事前問診の語彙

チェックリスト作成の試み－文法カテゴリーに

よる分析：名詞－，学校法人高知学園高知リハ

ビリテーション学院紀要，第２巻， ，

．

津守 真，稲毛教子：増補 乳幼児精神発達診

断法 ０才～３才まで，大日本図書株式会社，

東京，

遠城寺宗徳，合屋長英，黒川 徹，名和顕子，

南部由美子，篠原しのぶ，梁井 昇，梁井迪子：

遠城寺式乳幼児分析的発達検査法，慶應義塾大

学出版株式会社，東京，

久慈洋子：空間的な量を表わす形容詞の獲得に

ついて． パン＆堀素子（編）言語習得の諸

相，文化評論出版， ．

平成 年度 高知リハビリテーション学院紀要 第２巻

－ －


